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抗酸性菌tCandida albica凶との共棲に関する研究 (11)

横井敏夫

(:Iti毎遺大学結核研究所細菌部主任大原淫教授)

緒 言

著者は前部1)1乙於て， Sauton培地l乙抗酸性砲と他の

菌種目IJち Candidaal bicans，大腸"l'1¥J，ブドワ状球的J

委:型前とを[E1]1時培茶し， 1'[1互に及ぼし合う影!14~をふlべた。

その結果 Candidaalbicansの場合については，これを単

独で培養した場合 Sauto日常地中で殆んど増殖し得ないに

反し，結校I引と共lこ培養するとi示、めて旺盛なi即viを常むこ

とを見いだし，一}J結核保lについては C.albとの[I-i]時培

養に依りその発育がある科度折jえられる事を知った。叉~r

病原性抗酸性関及び烏担I却を C.albと共lこ士加をしたJZfT

lこは，上の場合と反対に， iIIj者において只好な増殖が認め

られ， C. alb には何等の増殖促進も認められないことを観

察した。

今回は更にその詳細について研究を進めるべく

i) 抗酸I1:i足長引き、液の C.albの増殖に及ぼす影響

ii) 燐酸緩衝能を大lとして湘的増泊lこ依る pHの変

動を少くした培地に抗酸[包と C.日Ibを同11寺培養した場合

の抗酸←的と C.albの増嫡伏態

iii) 抗酸悶培養鴻、液を基買とした場合の C.albの

呼吸

iv) ヅペノレクリ シヰ'1ζ含まれる C. alb 1こ芹ナする増

殖促進因子の性Lk

等について研究を行った。

iiu本論文における共ほとは 2つのよぞった団陸を同一培

地中に同時に培養する事を指すものとする。今回の実験は

前朝日と一部重複するものもあるが，再現性を示す意味から

もその全部を記載した。

実験方法

1) 使用菌株:仲]f， H37R v，古ILIB各株(以上

何れも人型菌強毒株)， BC G 予研株，竹尾株(烏型菌)，

M.phlei， M・smegmatis(以上 2株を以下::li抗菌と略記

す)及び Candidaalbicans F A-1001株(以下 C.alb 

と略記す)の8株を使用した。尚前平日と同じく人型各t*及
び BCGを総称して「結核菌」と記載する事lこする。

2) 培地及び培養法: 前報と同様なるも抗酸性菌培

安用士宮地として Sauton培地l乙modifi巴dkirchner培

地(但し第 1燐酸カリ 6g，第2燐酸ソーダ 4.5g，グリセ

リン 60ml， クエシ酸鉄ア γモこノ 0.0ヲg/Iをftむもの〕

を使!日した。

o) 抗酸性菌及び C.albの増殖度測定:前報と同
じく C.albの増殖度はそのi箇濁度(エル?Ill型分光光度

計p 波長 6ラOrrμlこで測定)を以て表わし抗酸'1'4:前の増

泊:ま十---;'， I~l の記ヨを以て表わした。

4) 酸素消費量の測定法 Warburg [日法に依り，

主室には 1mlの的液(抗酸Thfiの濃度は 40nlg/ml， C. 

albのそれは 0.70-0.80の潤濁度のもの)及び 0.5ml 

の 1/7M 燐酸緩衝液 (pH6.9) ， 日Ij室には 0.5ml の

KOH， 側室には 0.2mlの抗酸菌培養源液をそれぞれ加

えて酸素消白量を測定した。

実験成績

1) 抗酸性菌の種々なる培養日数の;慮液中に於ける

C. albの増殖状態
抗酸性的のいろいろな菌株を modifiedkirchner局

地に培養し，種々なる時期lこ得たこれらの培養溶液中lこ

C. albを段種した 67時間後lこ調べた C.albの増殖状

第1表 抗酸性菌各株の種々なる培養日数の溶液内に
おける増殖状態 (67時間培養)

特Cの発育制 日数料持 pH

|湘濁度10叫 O悶 0阿 O刷。同 0.30
f中野株官歪122日132日141日1528162日i回日
溶液]"凱

I pH ] 9.21 9.21 9.41 9引 9.41日61

li図濁度lO河川10.45:ω1 0.391 
日川vl晋君I108121 日 131 iJ ~41 日 163 日
株溶液!い y，入

1 pH 1 8.21 9.21 7.4' 7.01 6.6 

i困濁度i0.061 0.0ラ10.061， 0.531 0.541 0.661 0.74 

品川情到
13日121日1318142日 52日1678184日

鴻液 1" 臥

pH 1 8.2] 9.0] 9.2] 5.4] 5.4] 5.4] 5.4 
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I ̂  ̂，j ̂  ̂，I ̂  J ̂ J ̂ ̂，I ̂  J i困濁問 0.0110.01'0，011 0.011 0.01; 0.02 

烏型|培養17 f11 1 4F1! 20 Lil灯 11141 fJ 169日|i日制 1 "" I ~V"' 1 ~n "1 "'" 1 

減液 lPH 1921919419494l941 

[耐度lO OFJ。OliO Oil O 031002i 
S1
叫吋培養:3日 6日11Irll18日12ラ日 J
i日数

v ~ 

1 

..， ~ 

1 

• V"
'I --

~ 

" 濃液 1"' 50.: 
!pH 
1 
8.8
1 
9.41 9.41 9.41 9.4 

者C:Candida albicans.制発育は分光光度計によるj岡濁

度で示した。 号制各1:':1，抗酸菌を植えてから溶液を採取

するまでの日数

況は第 l表の如くである。表において C.albの発育が良

好と認められたのは 82日目の{中野株培養漉液， 31日から

63日までの H 37 Rv株癒液及び 42日から 8，11までの
古山B鴻液中にこれを培禿したjaf?に限られp その他の

培養液液を汗lいたl見合における Candidaの受ュ育は治んど

がその 1/10Iこも満たぬものであった。この場合溶液の

pHをdJ&l-ミて見ると Candidaが良好な発育を営んだもの

においてはすべてが 5.6より 7.4;己の偵を示し， pH 8 

以上のアノレカリ性培養液液'11においては C.albの禿育が

著しく劣ることを知った。この関係を図示したものがお l

図 A である。悶においです:線は Ca!1dida のf0';lJ1!1， }，~~ 

図1(A) 培養日数の異る泌液内での c.albの

i曽子直と PHとの関係

PHI~~ r o.ぅ ____PH

↑山|恨控 1 .ノ，
9. 口ト 0.4ト~'" .，'て - ー『‘ . 

: {t←!J!f 
↑ | /' ¥ ¥ 

ーー鳥型

、 ‘
8.0~ 0.3~ ¥J ぜ一一--"， 、

rヘ¥ν¥
7.0ト0.2ト I .....~~_、

/司、~-)(\J・
"6.of 0.1卜/ /'¥ 
潟、ムー /・

5.0 
10 20 30 40 50 60 70 80 

ーー.t告発日数

~f~は抗酸性菌培養強ìílその pH を示しているが pH 怖が日

いものでは Candidaの培殖度が低く， pHが下ってくる

と増勉度は増して点利!と実線とが交叉する。この点を考慮

して著者は次に{中野 H37 Rv， 烏型各株の培養溶液を

pH 5.S I乙調製し 3 これに C.albを培養した場合と調製

前の濃絞に培養したJ:f，j合とを比較して見た。結果は第 l図

BI乙示す如く，調整によって C.albの増殖が促進される

事を知った。但しこれは培養初期の溶液を調整した場合に

のみ著明に見られる現象で後期の培養溶液においてはさほ

と、の効!'f':を"忍めなかった。 4、?に H 37 Rv ほの 10[1 :lg:f;: 

湾、液，同型f!fjの3日間培お!品、液拾においては， pH調整がj

lこC. alb をt)~}'l した l"l~(ì洞濁度がそれぞれ 0.06 ， 0.02 

lζ過き、なかったものが調整によってそれぞれ 0.48，0.26 

上昇した。このJ首殖は当該I習得Jの溶液l乙Ca!1didaを植え

た場合に見られる J曽地中最r.:~Jのものであった。

図 1(B) 溶液の PH調製後の c.albの

増殖状態

:!ii405 

8.0ト0.3

5.0 

ー
__.PH
一一段殖
x x H37RV 
. .仲里r
--鳥型

10 20 30 40 50 60 70 80 
一→培養日数

第2表結核菌〔仲野mの培養穂波の pHの
変化It.よる C.alb.の増殖状態

J2き112日 I 4[]6日

O 1!3;iE :l!?;i l:3;ij 
6.0 均出 lt 

i3;5l!3;ji;l 

j l ml ml t 
I1) 結核菌培養i慮液の pHとC.alb増殖との関係
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実験1)1乙依り， C. albの増殖には pHの影響が大 は燐酸綬111げ1色を大lこした modifiedkirchner培地を用

なる事を知ったので， sauton培地に 38日間培養した{中 い pHの変〆化を僅少に止めしめてもう l度前却の実験を

野株格養溶液の pHをそれぞれ 9.0，8.0，7.0，6.0，5.0， 繰り返して見た。その成演は第3表lこ示す如く前報の成績

3.6， 2.01乙調整し 3 各調製溶液中lこC.albを接種した。 と本質的な差異はなかった。似し Sauton培地での成績

その増殖状態は第2表lこ示す如くである O 一般に pH7.0 において，烏型!乱非抗菌と C. alb を同IJ寺培養した場

から pH3.6の聞における溶液内では C.albの増殖は良 合，前者の発育は単独培養の嵐合と異らず，一方 C.alb 

好で， pH 3.6の漉液が最も良く， pH 5.0の滞、液がこれ は殆んど増殖促進の傾向を認め得なかったに反し kir-

lこ次ぐ成績をあけ7こ。これに反し pH9.0， 8.0， 2.0の癒 chner培地におし)ては M.phleiとの共棲により C.alb 

液内での増殖は不良であった。 ζのことから C.albの増 の増殖を幾分認めることが出来た。{中野株と C. alb と

殖には pH3.6乃至 6.0の酸性 pHが好適であることを のJり主成績は Sauton培地におけるそれと全く間じであ
知った。 る。

III) 抗酸菌と C.albとを共棲せしめた場合の両者 IV) 抗酸菌培養漉液内での C.albの増殖状態
の増殖状態 完験阻)において{Jl:)りされた抗酸菌単独培養溶液の

前キ民1)1乙於ては Sauton培地中に抗酸菌と C.alb 

とを同時培養した成績について報在したが， Sauton核地

は制問増殖に依って容易に pHの変化を米すので 2 今[ii]

第3表わ'c酸uiと C.albとの同時培養成績
(Kirchner地培使用)

イ中 野
十
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単

Phlei 
十
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Phlei 
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対

(C. alb) 

備考 +， -Ih……等の記号は抗酸性菌のi許殖程度を表
わし，表中のi図濁度は C.albの増殖程度を表わ
す。
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pHを 6.4I乙調整し， その穂波に C.albを接種して閣

の増殖i犬態を調べfこ。結果は第4表の如くである o {中野株

培養鴻液中における C.albの増泊を見ると，培養2日間

にして既に他の溶液中におけるそれとは著しく異った高い

潤濁度を示している。換言すれば，烏型及び Phleiの穂波

を培地とした場合，同じ|時期における Candidaの増殖度

は甚だ低い。然し6日目 l乙観察すると Phlei及び鳥型で

も若い培養溶液即ち4日間培養のものを用いれば仲里子株の

培養漉液と大差ない C.albの増殖を認め得7こo この点は

培養漉液の代りに烏型， Phleiそのものを C.albと同時

培養した場合の成績とは多少異る点である。但し Phlei

鳥型の溶液も古いもの(10日〕を用いると C.albの発育

は著しく劣る O これを要約するに強存i岩{中野株の培養濯、液

は常に Candida の発育を促進せしめるが，鳥型及び

Phleiの供養溶液中でも若い癒液中で長時間培表すれば

Candidaは可なりの程度に増泌する O

第E図(A) 培養鴻液内の c.albの増殖状態

(4日間培養)

i I371jj 
0.5 

0.3 

0.1 

'" 
'" "， 
z・e
'" '" '" ". "， ，・a
'" '" "・
'" '" '" "・". 

'" 
'" '" '" 
・・-
‘" '" '" ，，， 
'" ・・.
'" ・"'" '" ・，.

培養日数 :487日10日 4日7日10日 4日 10日対照

使用i毒液: 仲野株 M. phlei 烏型的

第2図(B) 培養滞、液を基質とした c.albの呼吸

96 
酸 180
素

車問
量

r 1∞卜-li--
60 

20 

0 

'" 
'" ，" 
'" '" a・，
'" "' '" 
'" 

培養日数 :4U7日lJ日 4日7日10日

使用鴻液:仲野株 M.phlei 

そ日7日10日対照

鳥型菌

V) 抗酸菌培養溜液を基質とした場合の C.alb及び

抗酸菌の酸素消費量

実験 IV)において使用した抗酸菌単独培養時の漉液

を基質とし， Warburg I日法によって C.alb及び抗酸蔚

の呼吸量を測定した。これを図示したものが第2図B及び

第3凶である。凶においては抗酸[討を植えない Kirchner

培地を基質とした場合の削定値を対照として 100%と定

め，各抗酸菌培養溶液を基'I1とした場合の測定値は前者に

対する百分率をもって表わした。第:2図BIま各抗酸菌培養

涼液を基11とした場合の C.albの呼吸量を示しているが，
{中野株の4臼， 7日， 10日間培養溶液は三者共その呼吸を

第百図 培養溶液を基質とした抗西空間の呼吸
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4e7a10. 対照

一→培養日数

(1)仲野株鴻液 (2)M， phlei溶液 (3)鳥型菌鴻液

回 4日目減液口7日目鴻被・ 10日目漉液

促進せしめ，測定値はそれぞれ 113，142， 151労であっ

た。 M.phleiの4日 7日間培養濃液，鳥型国の4日間

培養溶液をそれぞれ基質とした場合も C.albの呼吸量は

おのおの 123，11も 126%の偵を示し促進が認められた O

これに反し， M. phleiの 10日間培養湾、液，烏型薗の7

日 10日間培養漉液を基'fiとした場合の C.albの呼吸豆

は何れも対照より劣っていた。且叉烏裂悶 M・phleiの

培養穂波においては培養日数の古いものを某貨とした場合

程(云い換えれば4日， 7日， 10日の11阪に)呼吸量が低下

するのを認めた。イ中野株の培養溶液においては寧ろこれと

反対の関係が見られるようであった。第 Z図 A はそれぞ

れの穂波中における C.albの増殖|犬態を図示したもので

あるが，乙の図と第2図 Bを比較して見ると， 各溶液を



2&Wとした場合の呼吸虫と同じ溶液中における増殖とは大

休平行している。

以上の如く，抗酸}的の培安溶液のあるものは C.alb 

の呼吸を促進することが分ったが，これは C.alb I乙対し

てのみ見られる特異的な現象であるか否か，換言すれば他

の抗酸菌の呼吸K-対しでも多少刺戟になり得るか否かを知

らんとする目的で，それぞれの抗酸閣議液を基質として交

叉的lこ仲野， Phlei， 鳥型3株の呼吸量を測:どして見た。

その結果を図示したのが第3図である。この結果を見ると

4'i!こ結論的なものは見出されない。ある Strainの櫨液は

確かに Candidaの呼吸を促進するようであるが，同じ猪

液が必ずしもすべての茂l株に対して同じ作用を示して居ら

ず，同一尚一株の鴻液でも ζれを得るまでの培養日数によっ

て成績は異る。 l准全体を通じての傾向としては，イ中野株の

培養溶液を基賢とした場合，早期の培養溶液より後期のも

ののガが呼吸促進作用は強いよょうであり，イ也の加型の憾

液においては然らざるもののようである O

尚上述した1)から V)までの実験は Z日， 日日， 14 

日目の培養穂波についても繰り返して見たが得た成績はこ

れまで述べた所と大差ないものであった。

第5表 抗酸菌の非加熱及加熱培養溶液中における
C. albの明殖状態 (48時間培養)

てごコ¥戸数|非加熱培養溶液| 加熱培養溶液

肘¥¥・山の下1---1---1一十一一日培ぷ¥Jrl:f!lil岡濁度 IpH I洞濁度 IpH 
I宥¥ 日数¥¥

0.5~ 0.58 
4 El 1 0.35 1 6.6 1 0.5o 1 6.6 

0.5. O.~8 

0.52 0.58 
仲 里子 I7日 IO.日 I6 -G I 0 .52 6 _ G 

10.5~0.48 

0.58 0.42 
10日 0.48 ! 6.6 1 0.31 1 6.6 
I 0.35 I 0.23 
0.17 0.15 

4日 16.41 1 6.4 
I 0.12 I I 0.13 I 
0.21 0.16 

Phlei 1 7日 0.17 1 6.41 1 6.4 
0.1主 0.1ラ|

0.12 0.12 
10日 0.12 1 6.4 1 0.12 1 6.4 

0.09 0.08 

0.02 
対照 0.02 1 6.4 

0.01 

VI) ツベルクリン中の C.albに対する発育促進物

質の性状について
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1 ) 発育促進物ηの耐熱性

イ中野株及び M. phleiの4日， 7日，10日間i古美鴻液

を pH6.4 I乙訓整し， これに;烈を加えたもの (1000C30 

分〉と加えないものとについて C.alb Iこ対する増殖促進

作用の強弱を比較した。その結果，第ラ表lこ示された如

く， C. albは非加熱鴻液においても加熱溶液においても

殆んど同程度の増殖を営むことが分った。乙の事から見れ

ば，ツベルクリシ中lζ合まれる発育促進物資は耐熱性のも

のと考える事が出来る O

2) 禿育促進物質の透肝牲について

ツベノレクリシ 40mlを 400ml蒸溜水中で 2日間透

析し，これを透析外液と内液とに分けた。透析外液の万

は activesubstanc己が 10倍呈の蒸溜7j(IC溶けているも

のと見倣してζれを使宵上 10倍液と称する事にし，透析

内液の方はこれを更に流水中lこ1日間放民後蒸溜7.k1こ対し

て再び 2111年間透析し，手F12をもとの '¥0ml にもどした

ものを原被とした。内液，タl液ともその pHを6.4に副主主

し3 これに Sauton培地 (pHは同じく 6.4)を加えてそ

れぞれ 10倍， 100倍内液加 Sauton，10倍， 100倍， 1000 

倍外液加 Sautonを作った。 これ等すべてに C.albを

培養した成績が第6表である。透析内液原液lζC.albを

培養した場合は全く発育を認めないがとれは Sauton格地

成分が全然含まれていないためであろう。 10倍内液加

第B;表 ツベノレクリンの透析内液及外液が
C. albの11可殖に及ぼす影響

程 jjh戸数I :~ 日 I 4 日 1 6 日

透 原液

円

u
n
u
n
u

円

U
円

u
n
u

祈

10 倍

内

液

透 10 {吉
1.1 
1.1 
1.0 

析

100 {丘

外

液 1000倍

対照|

(ソートン培地)I 

0.01 
0.01 

0.03 
0.02 
0.02 

0.06 
0.0ラ
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Sautonでは培地成分が 90%， 100It!ill-]波加 Sautonで

は培地成分が 99%含まれているが前者の方が Candida

の主育は良い。一方透析外放を加えた Sauton培地におい

ては極めて旺盛な Candidaの発育が認められた。然しタ卜

液のjC5度が 1000倍稀釈程度になるとあまり発育促進作用

は強力でない。以上要するに Candidaに対するヅベノレク

リγのj色育促進物廷は主として透析外液に含まれている O

但し対照と比較して見れば明らかなように，jAJ液の;51とも

多少の促進物百が含まれている事は存定出事ない。そこで

透析内液の主成分と考えられる蛋白及び多糖体を進藤2)今

井3)等の方法により分!画して見た。 HIJち三塩化酪酸沈i殿j去

によって「主として蛋1':]成分J，メタノーjレ沈澱/土によっ

て「主として多糖体成分」をそれぞれ分離しこれを前者は

20 r/ml，後者は 4mg/mlの有1]1こ合むように Sauton培

地で稀釈した後 C.albを培養した。そのねf'-Kはli1u13:lI，1こ
幾分の増殖{iE近二作用のある事を認めた。

総括並に考按

前報lこ於て日正述した拠lく， Sauton培地内に強存結核

国と C.albとを共棲せしめた場合， C. alb 1こは極めて

顕著な増殖が認められる半面，結核拡iの)jは発育がある程

度抑制される。これに反し C.albを非抗菌又は烏型l菌と

共棲せしめた場合には丁度逆の関係が成り立つ。Jtilちとの

場合 C.albは殆んど噌殖せず p ゴ|抗i礼烏型菌の完育は

単独1士自主の対)1員と同じ程度にβ好であった。今回の実験は

前報の成績にし 3の検討を加えると共にその再現性を確

める15-味で行われたものである。

先づこの実験において，抗酸閣の培養溶液中における

C. albの増殖には pHの影響が可なり大きいことを知っ

た。 H:Jち結核菌培養溶液の pHを色々に詔整してこれに C.

albを培養して見ると pH3.6から 6.0までの酸性側の

溶液において最も良好な増殖を営むことが分った。 pHが

アノレカリ側l乙移ると Candidaの発育が不良となるが J 酸

性も pH:2.0程度l乙甚しく強くなると Candidaは最早発

育し得ない。第 1表の成績は pHの影響が C.albの発育

に如何に重大であるかを衷書きするもので，良好な発育が

認められた場合はすべて溶液の pHが上述の至適 pHの

範囲内にあった。更に燐酸緩衝能を大lこした Modified

Kirchner培地を使用して培地 pHの早期におけるアノレ

カリ化を抑えて見るとこの関係は一富はっきりする。1(IJち

Sauton 培地中 l乙非抗 l'f~，馬型悶と C. albとを共棲せし

めた前報の成績において C.albは殆んど増殖しなかった

が，培地のアノレカリ化を戎る程度抑えた今回の実験では幾

分の増殖を認めることが出来た。かくの如く Candidaの

発育に対する強毒菌，非抗閣の態度の差はその機構の 1つ

を pH (乙;]<:め 1~}る以 lこ思われるが3 これについては吏に

後)1;したい。

次lこれij核I:ljの培長溶液内で C.albが著1J)j1こ地姐する

事実は克験1)IV) (乙於て認めたがJ 同時にまたこの現象

は強毒結核l宅jのみ特有「のものでは無く，非抗菌J 烏型l主lと

雌も培養初期の溶液を用いれば可なり Candidaの犠殖に

役立つことも知り得た。

発育促進の機構としては》最初培地中lζ合まれていた

Candida 1乙対する有害物百が抗酸闘の発育lこ伴って消1't

し尽された為ではないかという考えも一応可能であろう

が， j出援の，¥!EI児を欠いている上にとれだけで説明する事は

無理なように思われる O それよりは寧ろ，結核問の代議I過

程において何等か C.albの増殖を促進させる物茂氏[Jち発

育因子の如きものが出されるものと考える方が妥当ではあ

るまいか。 l![Jち C.albは京二本源としてグルタミ γ酸ソー

ダ，土'~I土アスパラギ Y，氏本灯、として glycerin をそれぞ

れ主成分とする Sau ton. Kirchner 尚治地中で殆んど崎

殖しないが，とれに抗酸[京[が培革、されるとその溶液は初期

のものでも Candida1こ対して顕著な増姫促進力を示すよ

うになる。これは属地中に少量でも C.albの発育を助長

するような因子が生成されたと考えるべきで p 若しこの原

因を Candida1ζ対する有害因子の消費に求めるならば，

月型i孔非抗悶の後期の培美濃液が Candidaの増殖に余

り役立たない事実を説明することは悶郊である o {riJとなれ

ば一皮消費きれた }i主因子が後期になって叉現われて;j(る

とは考え難し〉からである。後者口[J i:， Jb型jt~ì，非抗日Jの後期

培義時:液l吋で C.albの増殖が不良で:ある事の原因は 3 溶

液内の C.alb (こ対する冷育促進物資が!おの代謝と共に再

び減少する為であるか，或いは培地中のエネルギーi原が抗

酸菌の九育により消費され，この結果が C.albの増殖に

必要なエネルギー源までも不足ならしめる為であるかのい

づれかであろう。これについては次報において考察する。

尚 C.albの発育促進因子として藤野心上塚仙の宮下6)は

biotinを挙げているが， この実験における結核菌培養溶

液中の発育促進国子がこのものであるか否かは今後の研究

lこ待ちたい O

次l乙鳥型i~'i及び M. phleiと C.albとの共後につい

て考えて見るに，鳥型1'[4，M. phleiはこれら前伶の単独

培養時と変らぬ増殖を示し，一万 C.albは前報lこ用いた

Sauton培地においては殆んど増殖せず，今回の Kirchner

培地使用によってわずかに増殖したにすぎない。この原因

の一点il5としては，民uこ述べた主nく雨培養lこ伴う培地 pHの
高度なるアルカリ化を挙げることが出来る。 日IJち緩衝能を

大にしてアノレカリ化を抑えれば Candidaの発育を認める

事が出来る O 然し ζれだけで総てを説明する事は出来な



い。何となれば;;]'¥3去に見る如く，共陪3日口においては

培地の pHが略ミ同じ 7.0の!直を示しているにも拘らず

仲野株の C.alb増殖促進「ド用と} X;~型乃至 Phlei のそれ

との聞には可なりの差が認められる O 例えば烏型的1こC.

albを共楼せしめた場合 3日目における培地は pH7.0 

であるにも拘らず Candidaの増殖は全く認められない。

この事は Candidaの禿育が単に pHのみによって左右

されるものでないことを示している o Phleiと共棲させた

場合も， pHだけからいえば仲好株と共後した場合と同じ

条件であるが， Candidaの増殖度には著しい差異があるc

lllJちpHの影響もさることながら，本質的には{中野株と他

の 1株との聞に存fこする代謝過程の机IJ在がより大きな役'，i;1j

を演じているものと考えるべきであろう。

Candida の呼吸に関しては， att乙上塚7)も結核問の

培安法液がその呼吸を増加せしめる事を報告しており，著

者一の実験においては結核問のみならず3 非抗I丸 p主主叩riな
ども初期の士官主溶液は， Candidaの呼吸を促進せしめた。

然しこの作用が Candidaのみに対するものであるか百か

を調べて見ると，鴻、液のあるものは使用抗酸l羽の呼吸をも

促進せしめることが分った。然しその促進程度はさほど著

明でない土に 3 溶液の成分は複雑なものであるから呼吸促

進の機序に関しては何等結論的なことはいわれない O ここ

で考えられることは，抗酸閣の代謝過程において培地中lこ

台まれる Candidatζ有害な物頁が消'rせされるために呼吸
が促進されるのかJ 日記pは逆に Candidaの呼i吸を増進せ

しめる物質が産生されるのか，そのいづれかであろう O 後

者の場合 C.albの呼吸を促進せしめる約九が同時にそ

の免育増進にも関係しているか否かは興味ある問題である

が，溶液中における C.albの発育と鴻液をiLm:とする呼

吸量との間lこは大体において平行関係が成立するように思

われる。 f旦しこの事実から同じ因子が呼吸と増殖のhl~J]t乙

関係していると考えるのは中計とあろう。更に第 Z図 A，

BK見る如く，丸型， Phleiの漉液を4Wfとする呼吸と当

該溶液中における発育とはある程度平行しているが， {中身

株の場合については必ずしも平行するとは云い難い。かく

見れば Candidaの発育を助長する溶液がその呼吸を促進

することは認め得るにしても 3 両方の関係については尚不

明というほかはなしh ちなみに Holmgernめは H37 Ra 

株について Krebs'cycle tこ属する物頁を利用した場合の

1世代時間と，この物l1fを基質とした場合の呼吸との関係と

枚紫しているが，その成績を通覧して見ると呼吸を最高に

促進する物質が，増殖を同様に促進せしめるとは限らず，

その聞に一定の関係は見いだされないようである。

以上，抗酸性歯の培養鴻液が Candidaの発育を促進

するという前報の実験成績に基き，今回は緩衝能を大lこし
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ナこ Kirchner培地を用いてこれを繰り返すとJI，t乙治液
について培養日数の関係， pHの影響p 呼吸促進作用の有

~f!\等を凋ベ 3 民lこツベノレクリシ中の j生育因子について若 f二

実験を行った。これ等の点に関しては尚解明を要する点が

多々残されているが，今後の研究によって更に一歩を進め

たいと三考えている。

結 語

加校W，i，非病原抗酸jlf，iJ:えび烏型的と共tC C. albを

Modified Kirchner培地中に共楼(同時培養)せしめ，

他方また使用l'ii株のいろいろなl時期jの培養鴻液lこ C.alb 

を接種した。さらに抗酸性的各l通株の培託、淀、液をWL1とし

た際の上記使用的株の示す呼吸量を測主主し，次の結果を得

~. 

I~O 

1) 結核問に C.albを共棲せしめた場合， C. albの

Thl1は害時JIO曽進するが，一方結核l'Siの花育は多少抑制さ

れる O これに反し M.phlei又は烏担附lこC.albを共桜

せしめた場合は，古íj者においてH.E~な込育が認められ，後

者の充育は著しくなL)o{Liし今回の実験では前報と異り，

M. phleiとの共棲において Candidatこ多少の発育増進

を認めた。これは ModifiedKirchner培地を使用するこ

とにより培地pHのアノレカリ化を防ぎ得たためと考える。

2) 抗酸菌初期培養溶液内における C.albの増殖は

国徐に関係なく良好であるが，後期の培養溶液内において

はM'1!f"株のそれを除き允育不良であった。

3) C. alb IC対して結核l也 M.phlei，烏型閣のい

ろいろな培長日数の溶液が示す増嫡傾向と，その漉液を;基

日とした場合の呼吸:d:とは大体において平行関係を有す

るO

4) ツベJレクリシ中の C.albに対する増殖促進物質

は耐熱性であり，大↓'~lj分は透析され得る分子の小さい物11

である O

稿を終るに臨み，御指導並びに御校閲を賜った恩師大

原教授に深謝する。
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